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演習問題集応用編・６年上

第１回のくわしい解説

問題 ページ

応用問題Ａ １(1) ２

(2) ３

２(1) ４

(2) ６

３(1) ７

(2) ８

４(1) ９

(2) １０

５(1) １１

(2) １２

応用問題Ｂ １(1) １３

(2) １４

２(1) １５

(2) １６

３(1) １９

(2) ２０

４(1) ２１

(2) ２２

すぐる学習会



- 2 -

第１回Ａ １(1)

三角形ＡＢＣを，右図のように，直線ＢＧに

よって，アとイの部分に分けると，

ＡＧ：ＧＣ＝３：２ であるから，

アの面積：イの面積＝３：２ である。

三角形ＡＢＣの面積は４５ cm
2
であるから，

アの面積は，

４５÷(３＋２)×３＝２７(cm
2
) である。

次に，直線ＤＧをひくと，

ＡＤ：ＤＢ＝１：２ であるから，

三角形ＡＤＧの面積：三角形ＤＢＧの面積も，

１：２になる。

２７÷(１＋２)＝９

９×１＝９(cm
2
) … 三角形ＡＤＧ

９×２＝１８(cm
2
) … 三角形ＤＢＧ

求めたかったのは三角形ＡＤＧの面積だから，

答えは９ cm
2
になる。

答え ９ cm
2
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第１回Ａ １(2)

さらに，直線ＤＦをひくと，

ＡＦ：ＦＧ＝１：２ だから，

三角形ＡＤＦ：三角形ＤＧＦも，１：２である。

９÷(１＋２)＝３

３×１＝３(cm
2
) … 三角形ＡＤＦ

３×２＝６(cm
2
) … 三角形ＤＧＦ

これで，三角形ＤＧＦの面積は６(cm
2
)である

ことがわかった。

次に，三角形ＤＥＧの面積を求める。

直線ＥＧをひくと，ＤＥ：ＥＢ＝１：１ で

あるから，三角形ＤＥＧ：三角形ＥＢＧ も，

１：１である。

よって，三角形ＤＥＧの面積は，

１８÷２＝９(cm
2
) になる。

三角形ＤＧＦ面積は６ cm
2
であり，

三角形ＤＥＧの面積は９ cm
2
であるから，

面積の比は，６：９＝２：３ となる。

答え ２：３
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第１回Ａ ２(1)

[解き方その１・えんぴつ形で解く]

「えんぴつ形」とは，「分数×分数」の形で表して

解く方法である。

まず，右図のようにＡＢ，ＢＣの長さを書いて

おく。

すると，右図の斜線部分の面積は，全体の，

５ １ ５
× ＝ となる。

６ ２ １２

すると，四角形ＡＰＱＣの面積は，全体の，

５ ７
１－ ＝ となる。

１２ １２

７
答え

１２
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[解き方その２・補助線をひく]

右図のように，点Ｐから点Ｃまで補助線をひく

と，

ＢＱ：ＱＣ＝５：１ であるから，

三角形ＰＢＱ：三角形ＰＱＣ も，５：１ になる。

そこで，三角形ＰＢＱの面積を⑤，

三角形ＰＱＣの面積を①とすると，

右図の斜線部分の面積は，

⑤＋①＝⑥ となる。

ところで，ＡＰとＰＢの長さは同じだから，

三角形ＡＰＣと三角形ＰＢＣの面積も同じ。

三角形ＰＢＣの面積を⑥としたのだから，

三角形ＡＰＣの面積も，⑥となる。

四角形ＡＰＱＣ(右図の斜線部分)の面積は，

⑥＋①＝⑦ にあたり，全体の面積は，

⑤＋①＋⑥＝⑫ にあたるのだから，斜線部分は

７
全体の， にあたる。

１２

７
答え

１２
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第１回Ａ ２(2)

このような問題では，補助線の書き方が大切に

なる。

右図のように，点Ｐから点Ｃまで補助線をひくと，

ＢＱ：ＱＣ＝５：１ だから，三角形ＰＢＱと，三角

形ＰＱＣの面積の比も５：１ となる。

そこで，三角形ＰＢＱの面積を⑤とし，三角形

ＰＱＣの面積を①とする。

三角形ＰＢＱの面積は全体の半分なのだから，

三角形ＰＢＱの面積が⑤なら，それ以外の部分で

ある，四角形ＡＰＱＣの面積も，⑤になる。

よって，三角形ＡＰＣの面積は，⑤－①＝④ と

なる。

求めたいのは，ＡＢ：ＰＢ である。右図の，

ア：イ のことである。

ア：イ は，三角形ＡＰＣと三角形ＰＢＣの

面積の比と同じだから，

④：(⑤＋①)＝４：６＝２：３ となる。

答え ２：３
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第１回Ａ ３(1)

問題の図を回転させて，右図のようにする。

このような問題では，「上底と下底の和」を考えて解く。

辺ＡＤの長さは，２＋３＝５(cm) だから，

長方形ＡＢＣＤの「上底と下底の和」は，

５＋５＝１０(cm) になる。

三角形ＡＥＤの「上底と下底の和」は，上底が０ cm で，

下底が３ cm だから，０＋３＝３(cm) となる。

よって，三角形ＡＥＤの面積は，長方形ＡＢＣＤの面積の，

３
となる。

１０

３
答え

１０
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第１回Ａ ３(2)

(1)と同様に，「上底と下底の和」で考える。

三角形ＡＢＣの「上底と下底の和」は，０＋２＝２(cm)で，

三角形ＤＥＣの「上底と下底の和」は，０＋３＝３(cm) だから，

面積の比は，２：３になる。

そこで，右図のように，三角形ＡＢＣの面積を②，三角形ＤＥ

Ｃの面積を③とする。

図を問題と同じ位置にもどすと，右図のように

なる。

ところで，問題文により，三角形ＢＣＥと，

三角形ＡＦＤの面積は等しいのだから，

三角形ＢＣＥの面積が②ならば，三角形ＡＦＤの

面積も②である。

よって，三角形ＤＦＥの面積は，

③－②＝① になる。

三角形ＡＦＤと三角形ＤＦＥの面積の比は，

２：１ だから，ＡＦとＦＥの長さの比も，

２：１ になる。

したがって，ＦＥの長さは，

９÷(２＋１)×１＝３(cm) となる。

答え ３ cm
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第１回Ａ ４(1)

満水の水の量を，１２と１５と１０の最小公倍数である，６０にする。

Ａ管は１分あたり，６０÷１２＝５ ずつ水を入れ，

Ｂ管は１分あたり，６０÷１５＝４ ずつ水を入れ，

Ｃ管は１分あたり，６０÷１０＝６ ずつ，水を出す。

Ａ，Ｂ，Ｃを同時に開くと，５＋４－６＝３ ずつ，水が入る。

満水の水の量は６０だったから，６０÷３＝２０(分) で，満水になる。

答え ２０分
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第１回Ａ ４(2)

(1)と同様に，右の表のように決める。 満水の水の量…６０

問題文を読むと，「Ａ，Ｂの管を使って満水に Ａ … １分あたり，＋５

する予定だった」と書いてある。 Ｂ … １分あたり，＋４

満水の水の量は６０で，Ａ，Ｂの管を使うと， Ｃ … １分あたり，－３

１分あたり ５＋４＝９ ずつ，水を入れることに

なるから，

６０ ２０ ２
６０÷９＝ ＝ ＝６ (分)で，水そうを満水にする予定だったことがわかる。

９ ３ ３

ところが実際は，Ｃ管が開いていた。

Ｃ管が開いていたということは，ＡとＢと水を入れ，Ｃで水を出していたのだから，

１分あたり，５＋４－３＝６ ずつ，水が増えていったことになる。

途中でＣ管を閉じてからは，ＡとＢだけで水を入れていったのだから，５＋４＝９ ず

つ，水が入っていったことになる。

そして，(問題文に書いてある通り)１２分たったら，水そうが満水になった。

満水の水の量は６０なのだから，整理すると次のようになる。

はじめは１分あたり６ずつ，途中からは１分あたり９ずつ入れると，１２分

で６０の水が入った。

「つるかめ算」であることが，わかりましたか？

６×１２＝７２ … ずっと６ずつ水を入れた場合の水の量

実際に入れた水の量は６０ だから，７２－６０＝１２ だけ，多すぎる。

多すぎる理由は，実際は途中から，入れ方を変えたから。

６ずつ入れていたのを９ずつ入れることに変更すると，９－６＝３ ずつ，余計に

水が入る。１２だけ，余計に水が入ったのだから，１２÷３＝４(分)だけ，入れ方を

変えたことになる。

よって，９ずつ入れたのは，４分間になる。

６ずつ入れたのは，１２－４＝８(分間)。

つまり，はじめはＣ管が開いていて，８分後になってあわててＣ管を閉じたことに

なる。

２ ２ １
予定の時間は６ 分だから，予定の時間を ８－６ ＝１ (分)すぎて，Ｃ管を

３ ３ ３

閉じたことになる。

１
１ 分＝１分２０秒だから，答えは１分２０秒後となる。

３

答え １分２０秒後
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第１回Ａ ５(1)

３人ですると，全部の仕事をするのに１６時間かかる。

ではもし，全体の半分の仕事をするなら，何時間かかるだろうか。

全体の半分の仕事ならば，１６時間の半分でできるのだから，１６÷２＝８(時間)かか

る。
７ １

いま，すでに仕事全体の が終わっているのだから， の仕事が残っている。
８ ８

１
この， の仕事をするのに，１６÷８＝２(時間)かかるはず。

８

つまり，あと２時間で，仕事が終わる予定である。

この残りの仕事を，Ａ１人ですると，予定より４時間遅れる。

２時間で終わる予定だったのが，Ａ１人だとそれより４時間遅れるのだから，

Ａは ２＋４＝６(時間)で，残りの仕事をすることができる。

答え ６時間
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第１回Ａ ５(2)

(1)でわかったことをまとめると，次のようになる。

７ １
ア 仕事は が終わっている。あと， の仕事が残っている。

８ ８

１
イ 残っている仕事である を３人ですると，２時間で終わる予定だった。

８

１
ウ Ａは，残っている仕事である をするのに，６時間かかる。

８

１
また，問題文を読むと，残っている仕事である をＢがすると，予定より３時間遅れ

８

ると書いてある。

あと２時間で終わる予定だったのが，３時間遅れるのだから，２＋３＝５(時間)かかる。

つまり，

１
エ Ｂは，残っている仕事である をするのに，５時間かかる。

８

１ １
ウの文から，Ａは１時間あたり， ÷６＝ の仕事をすることがわかり，

８ ４８

１ １
エの文から，Ｂは１時間あたり， ÷５＝ の仕事をすることもわかる。

８ ４０

Ａ，Ｂ，Ｃの３人ですると，１６時間でできる仕事なのだから，Ａ，Ｂ，Ｃの３人

１
ですると，１時間あたり， の仕事をする。

１６

１ １ １ １
よって，Ｃは１時間あたり， － － ＝ の仕事をする。

１６ ４８ ４０ ６０

１ １ １ １
Ｃが，残っている仕事である をするのに， ÷ ＝７ (時間)かかる。

８ ８ ６０ ２

１
７ 時間＝７時間３０分。

２

答え ７時間３０分



- 13 -

第１回Ｂ １(1)

右図の，斜線部分は全体の何分のいくつになっている

だろう。

右図のように分けると，斜線部分はアイウエになり，

白い部分もアイウエになるから，斜線部分と白い部分は

同じ面積になる。

よって，斜線部分は全体の半分になる。

同じことが，この問題にも言える。

右図のように，点Ｐから点Ａ，点Ｐから点Ｃに

補助線をひくと，点Ｅ，点Ｇはそれぞれまん中の

点だから，

右図のように，面積を書き込むことができる。

右図の斜線部分の面積は，６×２＋１０×２＝３２(cm
2
)

となる。

斜線部分は全体の半分だから，全体の面積は，

３２×２＝６４(cm
2
) となる。

答え ６４ cm2
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第１回Ｂ １(2)

今度は，右図の斜線部分が全体の半分であることを

利用して，問題を解いていく。

点Ｈはまん中の点だから，三角形ＰＣＨの面積は，

三角形ＰＤＨ面積と同じく４ cm
2
である。

斜線部分の面積は全体の半分だから，(1)で求めた

ように３２ cm2 である。

よって，三角形ＰＡＢの面積は，３２－４×２＝２４

(cm
2
)となる。

点Ｆはまん中の点だから，三角形ＰＢＦの面積は，

２４÷２＝１２(cm
2
) となる。

答え １２ cm
2



- 15 -

第１回Ｂ ２(1)

右図のように，三角形ＡＢＣの面積は９ cm
2
，

三角形ＢＤＥの面積は２４ cm
2
である。

点Ｅから点Ｃまで補助線をひくと，ＢＣと

ＣＤの長さは等しいので，三角形ＢＣＥの面積

と三角形ＣＤＥの面積も等しい。

それぞれ，２４÷２＝１２(cm
2
) になる。

三角形ＡＢＣの面積：三角形ＢＤＥの面積

＝９：１２

＝３：４ だから，

ＡＢの長さ：ＢＥの長さも３：４ になる。

よって，ＢＥの長さはＡＢの長さの，

１
４÷３＝１ (倍) になる。

３

１
答え １ 倍

３
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第１回Ｂ ２(2)

たとえば，右図のような図形の面積を求めるとき，

どのようにして求めたらよいだろう。

右図の斜線部分の面積ならば，８ cm を底辺として，

８×ア÷２ で求められる。

右図の斜線部分ならば，やはり８ cm を底辺として，

８×イ÷２ で求められる。

よって，右図の斜線部分の面積は，

８×ア÷２＋８×イ÷２

＝８×(ア＋イ)÷２

＝８×２５÷２ という式になる。

つまり，底辺が８ cm，高さは２５ cm の

三角形の面積を求めるのだと考えればよい。
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では，右図のような図形があったとしよう。

この図形において，どの辺とどの辺の長さの比が

わかるかを考えてみよう。

１５の方は，ア×高さ÷２ で求められ，

３０の方は，イ×高さ÷２ で求められる。

「×高さ÷２」の部分は共通だから，

ア：イは，１５：３０＝１：２ になる。

さあ，この問題について考えてみよう。

右図のようにいろいろな面積がわかっていて，

ＡＦの長さはＡＣの長さの何倍であるかを求める

問題である。

この問題は，ＡＦ：ＡＣがわかれば，かんたんに

求められる。

ＡＦ：ＡＣを求めるためには，右図の斜線部分の

面積と，

右図の斜線部分の面積の比がわかればよい。
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ところで，ＢＣの長さとＣＤの長さは等しいから，

三角形ＡＢＣの面積と，三角形ＡＣＤの面積も等しい。

よって，三角形ＡＣＤの面積は９ cm
2
である。

全体の面積は，問題に書いてある通り６３ cm
2
だか

ら，右図の斜線部分の面積は，

６３－(９×２＋１２×２)＝２１(cm
2
)。

右図の斜線部分の面積は，

９×２＋１２＝３０(cm
2
)。

よって，ＡＦ：ＡＣ＝２１：３０＝７：１０

となるので，ＡＦはＡＣの，７÷１０＝０.７(倍)

となる。

答え ０.７倍

７
（ 倍でもよい ）

１０
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第１回Ｂ ３(1)

２人ずつ組になるしかたには，「ＡとＢ」，「ＡとＣ」，「ＢとＣ」の３通りが考えられる。

ＡとＢが組になって働いた日数を「ア日」，

ＡとＣが組になって働いた日数を「イ日」，

ＢとＣが組になって働いた日数を「ウ日」とする。

Ａにとってみれば，Ｂと組になって働いたのはア日で，Ｃと組になって働いたのはイ日

だから，Ａは，ア＋イの日数だけ，働いたことになる。それが，問題に書いてある通り，

４日である。

式にすると，ア＋イ＝４ となる。

同じように考えて，Ｂにとってみれば，Ａと組になって働いたのはア日，Ｃと組になっ

て働いたのはウ日だから，Ｂは，ア＋ウの日数だけ，働いたことになる。

よって，ア＋ウ＝３ となる。

Ｃも同じように考えると，イ＋ウ＝３ となる。

これで，３つの式

ア＋イ＝４

ア＋ウ＝３

イ＋ウ＝３

を作ることができた。

これらの３つの式を合計すると，アもイもウも２度ずつ登場しているので，

(ア＋イ＋ウ)×２ が，４＋３＋３＝１０ となる。

よって，ア＋イ＋ウ は，１０÷２＝５ である。

ところで，３つの式のうちの１つである，イ＋ウ＝３ と，いま求めた式である，

ア＋イ＋ウ＝５ とをくらべることによって，アは，５－３＝２ であることがわかる。

この問題は，ＡとＢの２人が組になって仕事をした日数を求める問題であった。

その日数をア日として考えていたわけだから，アとして求めた，「２日」が答えになる。

答え ２日
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第１回Ｂ ３(2)

２
１日あたり，ＢはＡの の仕事をするのだから，Ａ：Ｂ＝３：２

３

３
ＣはＢの の仕事をするのだから，Ｂ：Ｃ＝４：３

４

Ａ ： Ｂ ： Ｃ

よって，Ａ：Ｂ：Ｃ＝６：４：３ となる。 ３ ： ２

４ ： ３

そこで，Ａは１日あたり６ずつ， ６ ： ４ ： ３

Ｂは１日あたり４ずつ，

Ｃは１日あたり３ずつの仕事をすると決める。

全体の仕事は，Ａが４日，Ｂが３日，Ｃが３日働いてちょうど仕上げることができ

るので，６×４＋４×３＋３×３＝４５ となる。

問題文に書いてある「Ａがこの仕事をする」というのは，全体の仕事である「４５」を，

Ａが１日あたり「６」ずつ仕事をするということだから，４５÷６＝７.５(日) かかる。

また，問題文には「何日目」と書いてある。このような場合は，小数や分数ではなく，

整数で答えなければならない。

７.５日ということは，７日では仕上がらず，７＋１＝８(日目)に，仕事が仕上がる

ことだから，答えは８日目になる。

答え ８日目
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第１回Ｂ ４(1)

Ｃが２日でする仕事は，ＡとＢが１日でできるし，Ｂが４日働いてもできる。

つまり，

Ｃ２日 ＝ ＡＢ１日 ＝ Ｂ４日

そこで，２と１と４の最小倍数は４であることを利用して，

Ｃ２日 ＝ ＡＢ１日 ＝ Ｂ４日 ＝ ４ とすると，

Ｃ１日＝４÷２＝２， … ア

ＡＢ１日＝４， … イ

Ｂ１日＝４÷４＝１ … ウ となる。

イとウの式を利用すると，Ａ１日＝４－１＝３ となる。

整理すると，

Ａ１日＝３，Ｂ１日＝１，Ｃ１日＝２ となる。

よって，Ａ，Ｂ，Ｃが１日にする仕事量の比は，３：１：２ となる。

答え ３：１：２
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第１回Ｂ ４(2)

(1)によって，ＡとＢとＣが１日にする仕事量の比は，３：１：２ であることがわかっ

た。そこで，

Ａは１日に３ずつ，Ｂは１日に１ずつ，Ｃは１日に２ずつ働くと決める。

すると，問題文に「Ａ，Ｂ，Ｃの３人で働くと１０日で仕上がる」と書いてあったから，

仕事量全体は，(３＋１＋２)×１０＝６０ となる。

６０の仕事を，「Ａが２日働いて，Ｂが１日働く」を１セットとして，この繰り返しで

働いていく。

Ａは１日に３ずつ，Ｂは１日に１ずつ働くのだから，１セットの仕事量は，

３×２＋１×１＝７ になる。

６０の仕事をするには，６０÷７＝８ あまり ４ だから，「８セットと，あと４の仕

事があまる」。

１セットは ２＋１＝３(日) だから，８セットは，３×８＝２４(日)。

あまっている４の仕事は，まずＡがやっていくのだが，Ａは１日に３ずつ働くのだから，

４÷３＝１ あまり １ により，１＋１＝２(日)かかる。

よって，仕事が終わるのは，２４＋２＝２６(日目)になる。

答え ２６日目


